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「認知症を疑ったとき、自分の場合、家族の場合」

東京慈恵会医科大学
名誉教授　繫田雅弘 様

東京慈恵会医科大学
名誉教授　繫田雅弘

こんにちは、繁田でございます。

　認知症の話というと皆さん、どうしたら認知症になら
ないか？とお考えになって講演を聴きに来られることが
多いのですが、認知症はなる時はなりますので、なった
時にこんなことを知っておかれると良いですよ、という
話です。

　先ほども会長様から「もしなったら」と言われました
が、なりますので。

　認知症になった方でも、幸せに認知症になっていらっ
しゃる方と、そうでない方がいらっしゃいます。その違
いをお話ししたいと思います。皆さんには上手く認知症
になって頂きたいと思います。

　話を聴いて頂く際に、私がどのような事を大切にして
何をしているか？を知って頂いた方が良いと思いますの
で、少し自己紹介をさせて頂きます。

　　　　　
　私は精神科医でございます。生まれは追分、立野町で
小学校５年から高校３年まで育ちまして、現在大学を退
職し、実家で診療所を始めました。

　ここでやっております診療は通常の病院の様なレント
ゲンが有るとか、色々な検査ができるとかではなく、話
を聴く、ひたすら聴くという診療でございます。

例えば、東海大学や市民病院で新しい治療が始まりまし
た。ただ、その治療は副作用があり、患者さんは迷われ
る、そんなときに私の診療所に来てゆっくりお話をして
、今回はどうしようか？これからどうしようか？と考え
て頂く。

　認知症とどう折り合いをつけてどういう風に暮らして
いくか？を考える場所として治療をしています。

10/20 地区大会へ移動
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　例えば、物忘れや失敗→戸惑い，再び失敗する心
配→不安，物忘れや失敗から自分を責める気持ち→
自責感，物をなくしたり見当たらなくなった時→焦
燥感（あせり），大切なものがどうしても見当たら
ない場合→誰かが間違って持って行ったのではない
か、誰かが触ったのではないか→被害感、重なる失
敗→気分が沈む，病気になったことの悔しさ，失敗
ばかり続けば、誰でもやる気が出なくなるのでは、
失敗すれば焦るし、それを責められれば、気分・感
情の変動するのは当然のこと。

認知症を疑った時、自分自身の場合

＊認知症の予防（備え）とは、
　　　認知症になる覚悟をすることでございます。

ここにいらっしゃる方全員が老化から認知症が始まる
ときにはすべての人が変化を認識するはずです。

　最近は半分近くの方が（東京では半分以上の方が）
ご自身で受診に来られます。是非皆さん、ご自身で
受診に行って下さい。家族に連れられて～という時
代ではもうありません。

苦労する覚悟が必要
　
　能力がある日突然なくなるわけでは無い。でも、
苦労する覚悟が必要、でも決してあきらめる必要は
ない。是非続けて頂きたい、時間をかけて確認をし
ながら、少しやる事の数を減らしながら、そうすれ
ば続けていける。

　そこが無気力になってしまう方と認知症になって
もコツコツ自分の生活をしていく方との違いになっ
てきます。
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ⅰ）記憶の障害：  アルツハイマー型認知症では、
近時記憶、数十秒から数日（２～３日程度）までの
記憶、の障害が病初期から目立つ。同じことを何度
も話し、尋ねるが、さっき話したことを忘れている
ため、あたかも初めて話している様子である。聞き
手が不思議がったり、怪訝な顔をすると、同じこと
を話していることに気付くこともある。薬をしまっ
た場所を忘れたり、正しいタイミングでの服薬が困
難になる。服薬を忘れ続けて受診日に薬が余ったり、
服薬したことを忘れて余計に飲めば足らなくなる。
服薬を忘れることと余計に飲むことを繰り返した結
果，残っている薬の数がだいたい合ってしまうこと
もある。薬が二つ以上ある場合，途中でどこまで飲
んだか分からなくなり、残薬の数が薬の種類によっ
て違ってくることもある。近時記憶の障害は健康の
維持に関しても重大である。例えば腹痛がある時，
変わったものを食べたか？　普段と違う薬を飲んだ
か？　お腹を冷やさなかったか・・・などとわれわ
れは考えるが、認知症の人は近似記憶の障害のため
に、これらのことを思い出すことができない。ただ
痛みをこらえるだけになってしまう。

ⅱ）見当識障害： 「今何時頃か」（現在の時刻）、
「自分がどこにいるか」（場所，状況），「一緒に
いる人はだれか、自分とどのような関係か」などが
分からなくなる。時間見当識は，時刻→日付→年→
月の順に（月→年ではない。月は季節と関係するた
めに年より分かりやすい）場所見当識は，遠方→隣
近所→家屋の中の順に，人物見当識は，めったに会
わない人→親しい人→家族（同居者）の順に、進行
に伴って障害されることが多い。時間見当識の障害
があると、深夜に食事に出かけたり、来たばかりの
客を帰そうとしたり、旅行先に着いたばかりなのに
帰ろうとしたりする。約束や通院日をカレンダーに
書くように周囲は勧めるが、今日がカレンダーのど
の日なのか分からなければ書いておいも役に立たな
い。毎日カレンダーに印をつける方法もあるが、本
日すでに印をつけたのか、まだ印をつけていないの
か，その区別がつかない。
ⅲ）失語：　健忘失語（語健忘，喚語困難）のため
、使い慣れていた言葉も出てこなくなる。人の話に
ついていくのが難しくなるのは了解の障害（超皮質
性感覚失語）である。会話の理解が難しくなるため
話し手の表情や態度に敏感になる。態度や表情から

何かを感じ取ろうとしていると思われる。話の内容
よりも話し手の態度や口調によって，本人が受ける
印象が左右されるのはこのためである。

参考：私はこう覚悟しています
（本音で考えてみました）
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私は、認知症の一人暮らしの人で、ごみ屋敷になる
ことはあっても、興奮したり、徘徊したりすること
はない、なぜなら本人を追い込む人間が周りにいな
いからである。彼らは往々にして善意で痴呆患者に
自立を強いたり、住所や日付けをいわせるような訓
練にはげむ。なかには患者のためというよりは介護
に努めることが自分の現在の生きる証になっている

・両親の居住地と自分の居住地が離れている場合、
事前に知っておくべきこと、準備しておくべきこと
．認知症に気が付く事が遅れるのではと心配。認知
症かな？ と気づく行動や発言、病院受診に行動を移
す目安があれば教えて頂きたい
→「本人は自分では分からないから家族が見つけて
あげて医療機関に連れて行かなければならない」と
考える家族は多い．その上、そのことを本人には言
えないからと、だまして連れて行ったりする。待合
室で一人待たされている本人の孤独を思うと胸が痛
む。「自分は家族の一員ではなくなったと」　あな
たの親は、認知症になったら、どうしてほしいのか。
親との間に一定の関係があるなら、それを聞いてお
く。あらかじめ聞けない関係なら、できることはな
いかもしれない．なぜなら本人が望まないことを家
族からされることで生じる傷は計り知れないから。
→ そもそも普段どのくらいの頻度で会い、どのくら
い一緒に過ごしているのか．認知症に関する早期の
気付きは、生活状の変化にどれだけ気付くことがで
きるのかにかかっている。すなわち、普段から一緒
に過ごす時間を持っておけば、より早期の段階で気
付くことができる。
しかしそれは発見すべきものではなく、本人と将来
についてのコミュニケーションをとるきっかけであ
る。普段の暮らしぶりを詳しく知っておくことで、
小さな変化に気付くことができるだろう。
→普段から一緒に過ごす時間がないにもかかわらず
、突然に訪ねて行って生活の変化に気付き、認知症
かもしれないと病院受診を強要する家族がいる。し
かし多くの本人が望んでいるのは、認知症か否かと
いうことではなく、人生の残された時間を家族と穏
やかに過ごすことである。本人が望むのは家族の一
員としての家族の時間なのである。

認知症を疑ったとき。家族の場合

講演会での質問より

家族もいる。それは時には痴呆患者にとっては大き
な精神的な負担であり、異常行動を生じる原因にも
なっている。
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・身近な人に対し、認知症では？と感じたときに、
やるべきこと
→普段から、認知症について話しておく．私がもし
認知症なったら○〇してほしいけど、あなたの場合
は、何をしてほしいかしら。
→「認知症について何か知っていることあるか」「
もし自分が認知症かもしれないと思ったらどうする
」「認知症になるとき、自分で気くと思うけど、も
し自分で気付けなくて、私や周りが認知症かもしれ
ないって気づいたら、どうしてほしい？　黙ってい
てほしい？　それとも、それとなく言ってほしい？
　それともはっきり言ってほしい？」「もし私が認
知症かもしれないとあなたが気づいたら、私にどう
やって伝えようと思ってる？（私はどんな形でもい
いからなるべく早く私だけに言ってほしい。家族に
こっそり連絡したりせずに）」

・家族が認知症を疑っても「病院に行こう」と伝え
るのは、言う側も辛いし、本人も辛いと思っていま
す．受診を拒まれた時にどのような対応をしていく
のが良いのか．説得するのに時間がかかるのではな
いか
→「説得をするのに時間がかかる」という表現の意
味とは、「受診」が絶対的に正しいことで、自分は
正しいことをしようとしている、ということ．果た
してそうか？　本人の人権や尊厳が傷つける可能性
があっても「説得」して、受診させることが正しい
のだろうか？　無理矢理受診させたら精神的に不安
定になって向精神薬を飲ませることになるのではな
いか．
→（あえて質問に乗って答えるとすると）辛いかも
しれない．もしそうなら、辛いからこそ、本人とし
っかりと信頼関係や情緒的関係を作っている人がつ
いてないといけない．伝える人としてあなたは相応
しいか？　ダメなら、本人の親友の力を借りるか？
孫や姪や甥はその役を果たせるだろうか？　

　最近は認知症かもしれないと心配して自分から医
療機関を受診する人が増えた。それでも受診は心理
的抵抗があったに違いない。認知症かもしれないと
疑っても医療機関をすぐに受診することはできない。
認知症に対する悪いイメージが本人の受診を躊躇さ
せるだろう。また認知症と診断されたとしても、隣
近所や周囲の人から「認知症」の人としてみられる
ことは心地よいものではないはずだ。周りからそん
な目で見られたくない、そのように扱われたくない
と考えるのが本音だろう。
　
　一方、家族が認知症になった場合も周りの人は複
雑な想いだろう。社会学者の井口高志氏は、認知症
の人の家族は従来の「正常な人間」像と現在の「衰
えた相手」という狭間に立たされ、戸惑いや混乱を
抱えていると指摘した。心理学者の扇澤史子氏は、
認知症の人の家族は、本人がかけがえのない存在で
あるほど、現実を否認しやすく訓練的に関わってし
まうと指摘した。精神医学者の竹中星郎氏は、家族
は往々にして善意で痴呆患者（1996 年当時、認知
症は痴呆と呼ばれていた）に自立を強いたり、住所
や日付を言わせるような訓練にはげむ。それは大き
な精神的な負担であり、認知症の人に、異常行動を
生じさせる原因になっていると指摘した。

　家族は、本人が変わっていく姿を受け入れられな
いのだろう。なぜなら認知症になったその人は、家
族にとってかけがえのない存在だからである。もし
かしたら、自分が越えようとしてきた人生の目標だ
ったからかもしれない。自分を育ててくれ、一番お
世話になった人だからかもしれない。自分に少なか
らぬ影響を与えた人が変わ
っていくことの衝撃がいかに大きいかは想像に難く
ない。周りが注意して見守り、本人も努力したら、
以前の姿に戻れるのではないかとのかなわぬ期待を
拭い去ることができない。しかしながら、変わって
いく本人を許せない気持ちは、避けることができな
い当然のものではないだろうか。家族は、本人を許
せない自分を許せない気持ちもあるのではないか。

様々な視点・立場から認知症についてお話しされる繁田先生

サマリー

　本人の気持ちをおいて、医療・医学に振り回され
て見失ってしまわず、本人が何をしたいかが解った
ら、それをこれからも長く続けるために治療をする、
医療を利用することになる。人をみて治療、医療を
考える。そのことを探してお話しさせて頂きました。
ご清聴ありがとうございました。
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幹事報告

◎地区大会について
　10 月 19 日（土）・20 日 ( 日 ) 第 2780 地区 2024－25
　年度地区大会がレンブラントホテル海老名、そして大
　和市文化創造拠点シリウスで開催され、多くの会員の
　皆様にご出席頂き無事終了いたしました。
　本会議では23-24 年度ロータリー賞の表彰式が行われ、
　白石直前会長が表彰状を授与されました。また、成瀬
　会員が長寿会員として表彰されました。記念講演をさ
　れた千玄室氏はロータリー歴 70年、101歳のロータリ
　アンです、成瀬会員におかれましても、いつまでもお
　元気にロータリアンとしてクラブを牽引して頂きたい
　と思います。おめでとうございました。

◎今月は米山月間です
　米山奨学会24-25年度豆辞典を配布させて頂きました。
　特に新会員の方々は、ご熟読頂きますようお願い致し
　ます。

◎本日は世界ポリオデーです
　世界各地のロータリークラブがポリオ撲滅への認識を
　高めるために様々な活等を行っています。平塚ロータ
　リークラブでは、第 8グループのクラブの皆様と本日
　例会後に街頭募金を行いますが、それに先立ちまして、
　これから募金箱を回しますので、会員の皆さんからの
　募金をお願い致します。
　　
◎花巻 RC創立 70 周年記念式典について
　明後日となりますが、10月 26日、27日で友好クラブ
　である花巻ロータリークラブさんの創立 70 周年記念
　式典にクラブを代表して会長を始め 15 名が出席いた
　します。
　　
◎次週例会について
　次週10月 31日 (木 )の例会は第5週目ということで、
　休会となります。
　次回、会場での例会は 11 月 07 日 ( 木 ) です。お間違
　えの無いようご注意下さい。
　また例会後には理事・役員会を開催致しますので、関
　係者の方はよろしくお願いいたします。
　資料提出のある理事役員さんは、11月 5日（火）まで
　にお早目のご提出をお願い致します。

◎繫田様の書籍販売について
　本日の卓話者、繫田雅弘様のご著書購入希望の方は幹
　事までご連絡ください。お手配させて頂きます。

卓話者ご紹介

繁田　雅弘（しげた　まさひろ）　様
平塚市出身　横浜在住

　認知症診療のオピニオンリーダーとして、学会活動の
みならず東京都や、神奈川県認知症施策推進会議など認
知症関連事業や専門医・かかりつけ医の認知症診療の講
習や研修に長く関わり、オンライン開催での『SHIGETA
の学校』を手掛けるなど、勉強会、認知症啓発活動、市
民向けの講演活動も精力的に行なっていらっしゃいます。

　また、認知症に関する著書・監修書も多数手がけてい
らっしゃいます。
　
　「生まれ育った平塚に貢献できれば嬉しい」と立野町
の閑静な住宅地にあるご実家を改修され、SHIGETA ハウ
スプロジェクトを立ち上げられ、今年６月には、認知症
の方をそのご家族とともに安心してゆったり診療できる
古民家診療所、栄樹庵診療所は開院されました。

＜専門＞
老年精神医学（高齢者の認知症、うつ病、妄想性障害）

＜略歴＞
東京慈恵会医科大学卒業
平成 4年～ 7年 (1992-1995) スウェーデン・カロリンスカ研究所研究員
平成 15 年 (2003) 東京都立保健科学大学 教授
平成 17 年 (2005) ～ 22 年 (2010) 首都大学東京（現都立大学）健康福祉学部 学部長
平成 23 年 (2011) ～ 26 年 (2014) 首都大学東京（現都立大学）副学長
平成 29 年　東京慈恵会医科大学 精神医学講座 教授
平成 29 年　首都大学東京　名誉教授
令和２年　東京都立大学　名誉教授
令和６年　東京慈恵会医科大学　名誉教授
令和６年　栄樹庵診療所　院長

＜役職＞
日本認知症ケア学会 理事長、日本老年精神医学会 理事

＜著書＞
『アルツハイマー型認知症の人との対話　認知症の精神療法』ハウス出版　2020 年
『アルツハイマー型認知症の人との対話　認知症の精神療法 2』 ハウス出版　2024 年
『認知症の人の家族との対話　認知症の精神療法 3』 ハウス出版　2024 年
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委員会報告

〇雑誌委員会　葛西敬委員長
　今月のロータリーの友を紹介いたします。
　RI会長メッセージ。ご一読下さい。続いて、米山をもっ
　と楽しもうということで、よく理解できるかと思いま
　すのでご一読下さい。

〇プログラム委員会　松本崇委員長
　11月の例会案内です。
　11月07日　大磯町長　池田東一郎様
　　　　　 　「大磯町のタウンビジョン」
　11月14日　東京オリンピック トライアスロン選手　
　　　　　　岸本新菜様「オリンピックまでの軌跡」
　11月21日　は休日週の為、休会
　11月28日　ROTEX副会長　金子美優様
　　　　　　「青少年交換留学生による経験談」

〇クラブラーニング委員会　瀬尾光俊副委員長
　11月22日にMARE YUHIGAOKAにて18時半より研修会
　を行います。懇親会もあわせて行いますので、是非ご
　参加下さい。

〇公共イメージ委員会　江藤博一大委員長
　この後、平塚駅北口にてエンドポリオの募金活動を行
　います。簡単なブリーフィングを行ってから移動致し
　ますので、宜しくお願い致します。

10月24日世界ポリオデー街頭募金

例会後に平塚北RC、平塚西RC、平塚湘南RC、二宮RC、平塚RC
とでラスカ平塚の前でポリオの街頭募金活動を行いました。

平塚RCより51,000円、街頭募金より41,268円の募金が集まり
ました。ご協力ありがとうございました。

例会後に街頭募金に参加協力された会員

バスターミナルを背にポリオ募金のご協力のお願い

ロータリーの友、RI会長メッセージ



クラブ会報・ＩＴ委員会　◎ 元吉裕員　○ 新堀将一　高橋茂久　縄嶋智徳

卓話・行事予定

第8グループ例会変更

メークアップ（MUP) 2名

ゲスト 1名

ビジター 4名

10月31日(木)
11月07日(木)
11月14日(木)
11月28日(木)

休会
大磯町長　　池田東一郎様
東京オリンピックトライアスロン選手　岸本新菜様
ROTEX 副会長　金子美優　様

本日のスマイル 17名

現在ございません

東京慈恵会医科大学
メモリーケアクリニック湘南

メモリーケアクリニック湘南
平塚総合法律事務所

2780地区第8クループAG（平塚湘南）　
2780地区ポリオプラス副委員長(平塚北)
平塚湘南ロータリークラブ
平塚西ロータリークラブ

今週のお祝い

誕生日祝い・・・無し
結婚祝い    ・・・福澤正人会員

三富正規AG
根岸君代様
会長　関口直美様
幹事　石井 翼様

柏手茂会員、小林誠会員

平塚ロータリークラブ 週報 3490号

名誉教授　繫田雅弘様
理事長／院長
内門大丈（ひろたけ）様
福永則子様
代表　小澤淳史様

2023-24年度100％出席者表彰

発表者：23-24年度出席委員会　　新堀将一委員

青山紀美代会員、岡田拓会員、柏手茂会員、清水裕会員、
白石慎太郎会員、関口幸恵会員、成瀬正夫会員、升水一
義会員、三荒弘道会員、森誠司会員、米山俊二会員

『長寿会員』として表彰された成瀬会員

ポリオ撲滅募金活動に先駆け来訪された三富AG

是非メークアップを活用して出席率向上にご協力を
お願い致します。 会長・幹事より

ロータリー米山記念
奨学事業「豆知識」
を右のQRコードより
ご覧いただけます。


